
いつでも
どこでも
見られるね。

見たい会議を選んで視聴できます。

傍聴しなければわからない議員の姿を映像で。
リアルな雰囲気が伝わります。

スマホで議会を見よう！

音更町議会 議会中継

９月12日、16日、17日に、10名の議員
が理事者の考えをただしました。
その内容をお知らせします。

小
野
町
長
＝
①
活
動
件
数

は
１
万
１
１
７
８
件
で
、

１
人
当
た
り
の
１
か
月
の

平
均
活
動
日
数
は
、
４
・

６
日
と
な
っ
て
い
る
。
複

雑
化
す
る
相
談
内
容
へ
の

対
応
や
担
い
手
確
保
な
ど

の
課
題
が
あ
る
②
３
か
所

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
や
福
祉
課
内
に
「
せ
い

か
つ
相
談
窓
口
」
を
設
置

す
る
な
ど
、
相
談
体
制
を

整
備
。
ま
た
、
音
更
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る

「
見
守
り
訪
問
事
業
」
な

ど
に
加
え
て
、
町
内
の
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
の
協
力
事
業

者
に
よ
る
「
高
齢
者
等
あ

ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
な
ど
の
見
守
り
活
動

も
行
っ
て
い
る
。

担
い
手
確
保
に
課
題

相
談
・
見
守
り
を
実
施

質
問
＝
民
生
・
児
童
委
員

は
見
守
り
や
相
談
内
容
に

応
じ
て
行
政
機
関
へ
つ
な

ぐ
役
割
を
担
う
な
ど
、
地

域
福
祉
を
支
え
て
い
る
。

孤
独
死
、
自
殺
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
様
々
な
困
難

を
抱
え
る
人
が
増
加
し
て

い
る
が
、
誰
か
が
見
て
い

て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
孤

立
や
虐
待
を
防
ぐ
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
す
上

で
、
①
民
生
・
児
童
委
員

の
活
動
状
況
と
課
題
は
②

社
会
的
孤
立
を
生
ま
な
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
本
町
の
取
組
は
。

　
民
生
・
児
童
委
員
の
現
状
は

　
　
孤
立
を
生
ま
な
い
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　
阿あ

べ部　
秀し

ゅ
う
い
ち一 

議
員
（
笑
顔
み
ら
い
音
更
）

地域の相談役
（民生児童委員協議会総会）

　
「
ウ
ォ
ー
・
ギ
ル
ト
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

略
で
、
第
２
次
世
界
大

戦
後
に
、
連
合
国
軍
占

領
下
の
日
本
で
実
施
さ

れ
た
情
報
・
教
育
施
策
。

日
本
の
戦
争
に
関
す
る

理
解
を
促
し
、
民
主
化

を
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
。

Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
（
Ｐ
９
）

　

地
域
住
民
、
学
生
、

保
護
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民

間
企
業
、
団
体
な
ど
、

幅
広
い
地
域
住
民
が
参

画
し
て
、
学
校
と
地
域

が
連
携
・
協
働
し
て
行

う
活
動
。
地
域
全
体
で

子
ど
も
た
ち
の
学
び
や

成
長
を
支
え
、
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

地
域
学
校
協
働
活
動
（
Ｐ
10
）

　
国
や
地
方
自
治
体
な

ど
の
公
的
機
関
で
、
非

正
規
雇
用
の
立
場
で
働

く
人
々
の
う
ち
、
低
賃

金
で
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
人
々
。

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
（
Ｐ
12
）
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福
地
教
育
長
＝
①
教
科
用

図
書
は
、
学
校
教
育
法
の

規
定
に
よ
り
、
文
部
科
学

大
臣
の
検
定
を
経
た
教
科

用
図
書
又
は
文
部
科
学
省

が
著
作
の
名
義
を
有
す
る

教
科
用
図
書
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

定
め
ら
れ
、
授
業
に
最
も

小
野
町
長
＝
①
先
進
事
例

の
優
れ
た
点
な
ど
を
取
り

入
れ
つ
つ
、
制
度
の
概
要

を
ま
と
め
、
必
要
な
内
部

協
議
を
進
め
て
い
く
。
時

期
を
捉
え
て
、
議
会
に
も

報
告
し
な
が
ら
、
制
度
の

詳
細
を
固
め
て
い
く
が
、

導
入
ま
で
に
は
一
定
の
時

適
し
た
主
た
る
教
材
で
あ

る
②
教
育
的
見
地
か
ら
見

て
有
益
適
切
な
も
の
は
、

校
長
の
責
任
の
下
、
各
学

校
に
お
い
て
使
用
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
教

科
用
図
書
の
記
述
と
整
合

性
を
保
つ
こ
と
を
基
本
に
、

特
定
の
見
方
や
考
え
方
に

偏
っ
た
取
扱
い
と
な
ら
な

い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

間
を
要
す
る
②
「
第
２
期

お
と
ふ
け
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
の
施
策
を
着
実

に
推
進
し
な
が
ら
、
性
的

指
向
と
性
自
認
へ
の
正
し

い
理
解
の
促
進
や
、
多
様

性
を
尊
重
す
る
意
識
の
浸

透
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方

が
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る

場
面
を
少
し
で
も
減
ら
し

て
い
け
る
よ
う
努
め
る
。

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き

適
切
に
教
材
を
使
用

導
入
に
向
け
内
部
協
議

一
定
の
時
間
は
必
要

質
問
＝
大
東
亜
戦
争
後
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
※

Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
に

よ
っ
て
、
戦
争
は
「
日
本

の
一
方
的
な
侵
略
で
あ

る
」
と
い
う
認
識
が
根
強

く
残
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

学
校
教
育
に
よ
っ
て
正
し

い
歴
史
認
識
を
育
み
、
学

習
指
導
要
領
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
「
我
が
国
と
郷
土

を
愛
す
る
」
を
達
成
す
る

た
め
に
、
本
町
の
義
務
教

育
で
使
用
し
て
い
る
社
会

科
の
教
科
書
に
つ
い
て
伺

う
。
①
掲
載
さ
れ
て
い
る

史
実
は
正
確
で
あ
る
の
か

②
子
ど
も
た
ち
の
教
養
を

高
め
る
た
め
に
記
載
の
な

い
内
容
で
も
指
導
で
き
る

の
か
。

質
問
＝
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
導
入
自
治
体
は
、

全
国
に
広
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
札
幌
・
東
京
・
福

岡
・
名
古
屋
・
大
阪
の
各

高
裁
全
て
で
同
性
婚
を
認

め
な
い
の
は
憲
法
違
反
と

の
趣
旨
の
判
決
が
出
た
。

企
業
で
も
多
様
な
性
に
配

慮
し
た
取
組
が
な
さ
れ
、

同
性
婚
に
も
異
性
婚
と
同

様
の
福
祉
制
度
を
適
用
す

る
会
社
等
が
多
く
あ
る
。

そ
こ
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
導
入
を
検
討
し

て
い
る
町
の
考
え
を
伺
う
。

①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
導
入
に
向
け
た
手
順
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
②
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
へ
の
配
慮
は
。

　
愛
国
心
を
育
む
教
育
を

　
　
教
科
書
の
史
実
は
正
確
か

　
　
　
　
　
　
　
　
堀ほ

り
い井　

正ま
さ
の
り憲 

議
員
（
音
和
の
会
） 　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

　
　
早
期
導
入
を
強
く
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三み

う
ら浦　

和か
ず
こ子 

議
員
（
新
緑
会
）

二度と戦争を起こさないために（忠魂碑）

学生手作りのポップで展示
（男女共同参画図書館。）
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小
野
町
長
＝
町
は
、
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
、
※

地
域

学
校
協
働
活
動
に
よ
る
児

童
生
徒
と
の
意
見
交
換
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
を

対
象
に
意
見
や
要
望
を
伺

う
様
々
な
機
会
を
設
け
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
機
会

小
野
町
長
＝
①
現
状
大
き

な
課
題
は
な
い
が
、
更
新

時
や
新
規
施
設
へ
の
導
入

の
際
、
労
働
者
人
口
の
減

少
に
よ
り
雇
用
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
や
、

人
件
費
・
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
、
応
募
者
が
少

な
く
な
る
こ
と
は
懸
念
。

は
、
参
加
さ
れ
た
方
々
が

ま
ち
を
よ
り
深
く
知
る
き

っ
か
け
に
な
る
と
と
も
に
、

参
加
者
間
の
新
た
な
出
会

い
や
交
流
の
場
な
ど
に
も

つ
な
が
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
す
る
考
え
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

性
は
認
識
し
て
い
る
た
め
、

今
後
も
町
民
参
加
の
機
会

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

多
く
の
事
業
者
に
応
募
い

た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
機
会
の
確
保
、
新
規

参
入
者
の
相
談
体
制
の
強

化
を
図
る
②
町
民
の
指
定

管
理
者
制
度
へ
の
理
解
を

深
め
、
よ
り
一
層
町
民
の

声
を
反
映
し
た
管
理
運
営

が
で
き
る
よ
う
、
評
価
結

果
の
公
表
は
、
制
度
の
周

知
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

作
成
す
る
考
え
は
な
い

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
重
要

雇
用
確
保
等
が
課
題

評
価
結
果
公
表
を
検
討

質
問
＝
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ

レ
ン
ダ
ー
は
、
特
定
の
地

域
の
気
象
、
自
然
、
動
植

物
の
移
り
変
わ
り
や
人
々

の
営
み
、
祭
礼
行
事
、
食

の
旬
な
ど
１
年
３
６
５
日

の
様
々
な
事
象
を
ま
と
め

た
生
活
季
節
暦
で
あ
る
。

制
作
に
は
、
情
報
収
集
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多

く
の
方
が
関
わ
り
老
若
男

女
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
出

会
い
が
生
ま
れ
、
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
。
音

更
町
で
カ
レ
ン
ダ
―
が
制

作
さ
れ
れ
ば
、
様
々
な
活

用
が
で
き
る
。町
と
し
て
、

カ
レ
ン
ダ
ー
を
通
じ
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
考

え
を
伺
う
。

質
問
＝
本
町
は
指
定
管
理

者
制
度
を
平
成
18
年
度
か

ら
導
入
し
、
現
在
に
至
る

ま
で
指
定
管
理
者
が
運
営

す
る
施
設
が
複
数
あ
る
。

親
し
み
の
あ
る
施
設
と
し

て
町
と
民
間
事
業
者
が
一

体
と
な
っ
て
支
え
て
き
た

経
緯
が
あ
る
が
、
制
度
自

体
が
町
民
に
あ
ま
り
認
知

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
も

町
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら

持
続
的
に
運
営
を
続
け
ら

れ
る
た
め
に
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。
①
本
町

に
お
け
る
指
定
管
理
者
制

度
の
現
状
と
課
題
は
②
制

度
や
施
設
の
評
価
結
果
等

を
広
報
紙
等
で
公
開
す
る

考
え
は
。

　
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
で

　
　
更
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小お

ざ
わ澤　

直な
お
き輝 

議
員
（
創
成
会
） 　

指
定
管
理
者
制
度
の
現
状
は

　
　
町
民
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊い

と
う藤　

萌も
え
り里 

議
員
（
新
緑
会
）

音更町だとどんなカレンダーができるかな
（美瑛町フェノロジーカレンダー）

幼児用プレイルームもあります
（サンドームおとふけ）

※地域学校協働活動＝ P8「ひとくちメモ」を参照
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小
野
町
長
＝
職
場
体
験
事

業
や
農
福
連
携
事
業
な
ど

多
様
な
就
労
機
会
の
確
保

や
就
労
支
援
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
の

促
進
も
重
要
で
あ
る
た
め
、

毎
年
12
月
の
「
障
害
者
週

間
」
に
合
わ
せ
た
パ
ネ
ル

小
野
町
長
＝
①
一
時
保
育

は
、
保
護
者
の
用
事
や
急

病
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た

め
、
保
護
者
が
一
時
的
に

保
育
で
き
な
い
状
況
を
支

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
の
に
対
し
、
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
は
、
同

年
代
の
子
ど
も
と
の
関
わ

展
の
開
催
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
全
戸
配
布
を
継
続
す

る
ほ
か
、
今
年
度
は
講
演

会
の
開
催
も
予
定
し
て
い

る
。
今
後
も
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が

当
た
り
前
に
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
音
更
町
障
が
い

者
総
合
支
援
協
議
会
や
関

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
雇
用
と
就
労
に
つ

な
げ
る
支
援
に
取
り
組
む
。

り
や
専
門
的
な
支
援
を
受

け
る
機
会
の
提
供
に
よ
り
、

子
ど
も
の
発
達
や
育
ち
を

支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
②
人
員
配
置
基
準

を
高
く
設
定
す
る
こ
と
は
、

手
厚
い
保
育
に
つ
な
が
る

が
、
保
育
士
の
確
保
や
利

用
者
数
の
予
測
、
財
源
の

確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
の
基
準
に

準
じ
た
設
定
を
行
い
た
い
。

関
係
機
関
と
連
携
し

支
援
に
取
り
組
む

発
達
や
育
ち
を
支
え
る

国
の
基
準
で
人
員
配
置

質
問
＝
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
障
が
い

者
福
祉
の
施
策
は
制
度
改

正
を
重
ね
て
、
様
々
な
変

化
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
「
お
と
ふ
け

障
が
い
福
祉
総
合
プ
ラ
ン

２
０
２
４
」
の
重
点
施
策

と
し
て
就
労
支
援
体
制
の

強
化
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

障
が
い
者
が
就
労
す
る
際

の
社
会
的
な
偏
見
や
企
業

の
理
解
不
足
の
解
消
、
障

が
い
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
啓
発
運
動
、
地
域
全

体
の
意
識
向
上
に
向
け
た

取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

障
が
い
者
の
雇
用
と
就
労

に
つ
な
げ
る
た
め
の
町
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

質
問
＝
満
３
歳
未
満
ま
で

の
未
就
園
児
を
対
象
と
す

る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
が
令
和
８
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
る
が
、
低
い

基
準
で
柔
軟
な
利
用
を
保

障
す
る
よ
う
な
設
計
に
は

懸
念
が
あ
る
。
こ
ど
も
の

成
長
と
発
達
を
保
障
し
、

適
切
な
保
育
の
提
供
を
行

う
た
め
に
は
、
慎
重
な
運

用
が
求
め
ら
れ
る
。
①
既

に
行
っ
て
い
る
一
時
保
育

と
の
す
み
分
け
に
つ
い
て

の
想
定
は
②
「
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
」
の
人
員

配
置
を
、
国
が
示
す
基
準

よ
り
高
く
し
、
手
厚
い
保

育
が
行
え
る
よ
う
設
定
す

る
考
え
は
。

　
障
が
い
者
の
雇
用
と
就
労

　
　
地
域
全
体
で
理
解
の
促
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不ふ

わ破　
尚な

お
み美 

議
員
（
新
緑
会
） 　

こ
ど
も
に
適
切
な
保
育
を

　
　
柔
軟
な
利
用
に
は
懸
念
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
神か

み
な
が長　

基も
と
こ子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

狙いを定めてシュート
（北海道障がい者スポーツ大会）

どんな料理ができるかな
（おとふけ子育て支援センター）
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小
野
町
長
＝
①
施
設
管
理

に
お
け
る
費
用
対
効
果
が

向
上
し
た
ほ
か
、
健
康
づ

く
り
を
支
え
る
こ
と
や
施

設
の
魅
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
十
分

な
効
果
が
あ
っ
た
が
、
更

新
時
や
新
規
施
設
へ
の
導

入
の
際
に
は
、
人
件
費
・

福
地
教
育
長
＝
①
地
域
学

校
協
働
活
動
に
お
い
て
、

直
接
町
長
と
の
対
話
や
交

流
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り

の
提
案
を
行
う
活
動
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
。
今
後

も
持
続
・
発
展
す
る
た
め

に
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
と
日
頃
か
ら
良
好
な
関

物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、

応
募
者
が
少
な
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
②
経
費

の
削
減
は
、
管
理
業
務
の

効
率
化
や
運
営
の
工
夫
に

よ
る
も
の
。
制
度
自
体
が

非
正
規
雇
用
者
の
増
加
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。
募
集
段
階

で
も
業
務
内
容
に
見
合
っ

た
従
業
員
の
確
保
を
求
め

て
い
る
。

係
を
保
ち
、
理
解
促
進
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
。

小
野
町
長
＝
②
今
年
か
ら

高
校
生
が
役
員
と
し
て
活

動
し
始
め
た
町
内
会
が
あ

る
。
町
内
会
活
動
の
事
例

紹
介
を
継
続
し
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
を
推
奨
し

て
い
く
こ
と
で
町
内
会
活

動
を
支
援
し
、
中
高
生
世

代
の
社
会
参
加
の
推
進
に

も
つ
な
げ
て
い
く
。

施
設
の
魅
力
を
引
き
出
せ
た

非
正
規
雇
用
の
増
加
は
な
い

地
学
連
携
を
引
き
続
き
実
施

中
高
生
世
代
の
活
躍
を
推
進

質
問
＝
公
の
施
設
は
、
地

方
自
治
法
で
「
住
民
の
福

祉
を
増
進
す
る
目
的
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
指
定

管
理
者
制
度
は
、
営
利
を

目
的
と
す
る
民
間
事
業
者

が
管
理
し
て
お
り
、
全
国

的
に
は
、「
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
の
ツ
ー
ル
」「
※

官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
む
」

と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。

音
更
町
で
制
度
が
導
入
さ

れ
約
20
年
が
経
過
し
、
検

証
が
必
要
で
あ
る
。
①
制

度
導
入
の
目
的
で
あ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費

削
減
へ
の
評
価
と
課
題
は

②
制
度
導
入
に
よ
り
、
非

正
規
雇
用
の
増
加
な
ど
雇

用
へ
の
影
響
は
。

質
問
＝
中
高
生
世
代
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
対
話
で
の
関
係
づ
く

り
や
学
び
合
い
の
機
会
が

減
少
し
て
お
り
、
親
以
外

の
様
々
な
人
間
関
係
の
中

で
社
会
性
を
身
に
付
け
る

必
要
が
あ
る
。
社
会
の
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
い
く

中
高
生
世
代
の
育
成
は
大

切
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
中
高
生
世
代
の
社
会
参

加
の
促
進
に
つ
い
て
の
現

状
と
課
題
は
②
中
高
生
世

代
の
特
徴
や
特
技
を
活
用

し
た
町
内
会
活
動
へ
の
協

力
な
ど
社
会
参
加
を
推
進

し
て
い
く
考
え
は
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
評
価
は

　
　
非
正
規
雇
用
増
な
ど
の
影
響
は

　
　
　
　
　
　
　
石い

し
が
き垣 

加か

な

こ
奈
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
） 　

中
高
生
世
代
の
社
会
性
育
成

　
　
特
技
活
か
し
社
会
参
加
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
重じ

ゅ
う
ど
う堂　

　
聡さ

と
し 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

感謝を込めて笑顔の1枚
（道の駅おとふけ来場者500万人達成セレモニー）

SNS時代の情報リテラシーを育む授業
（共栄中学校）

※官製ワーキングプア＝ P8「ひとくちメモ」を参照
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福
地
教
育
長
＝
①
「
カ
タ

リ
バ
」
は
、
憧
れ
の
大
人

と
対
話
す
る
こ
と
で
自
己

肯
定
感
を
高
め
、
自
己
の

可
能
性
を
信
じ
る
力
を
育

む
こ
と
を
主
眼
と
し
た
取

組
。
地
域
学
校
協
働
活
動

に
お
い
て
、
地
域
の
多
世

代
の
大
人
と
語
り
合
え
る

場
を
数
多
く
設
け
て
い
る
。

小
野
町
長
＝
②
十
勝
川
温

泉
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
新
た
な
観
光
拠
点
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

町
の
観
光
入
込
客
数
や
宿

泊
者
数
の
増
加
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
地
域
の
子
育

て
世
代
を
中
心
と
す
る
皆

さ
ん
が
十
勝
川
温
泉
地
域

に
足
を
運
び
、
楽
し
め
る

機
能
を
併
せ
持
ち
た
い
。

地
域
学
校
教
育
活
動
で
対
応

観
光
客
や
宿
泊
者
の
増
加
へ

質
問
＝
①
子
ど
も
た
ち
の

自
己
肯
定
感
の
低
さ
の
課

題
解
決
の
た
め
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え

る
仕
組
み
が
必
要
。
島
根

県
益
田
市
の「
カ
タ
リ
バ
」

を
参
考
に
、
中
高
生
の
居

場
所
づ
く
り
と
し
て
、
現

行
施
策
と
連
携
し
て
子
ど

も
が
憧
れ
の
大
人
と
語
り

合
え
る
場
を
設
け
る
考
え

は
②
屋
内
遊
戯
施
設
は
、

子
ど
も
た
ち
が
想
像
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
育
む
場
と
し
て
意
義
深

く
、
町
全
体
の
活
性
化
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

施
設
整
備
に
よ
る
子
育
て

環
境
、
子
ど
も
施
策
、
観

光
振
興
へ
の
効
果
は
。

　
子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
居
場
所

　
　
屋
内
遊
戯
施
設
の
波
及
効
果
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上う

え
の野　

美み
ゆ
き幸 

議
員
（
創
成
会
）

学生の視点でご意見をいただきました
（音更高校意見交換会）

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん　

（
ひ
び
き
野
東
町
２
丁
目
）

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん　

（
開
進
）

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

対
象
を
18
歳
ま
で
に

意
思
表
示
を
明
確
に

会議の日程は、新聞、町のホームペー
ジに掲載されますが、詳しくは議会事
務局までお問い合わせください。

12 11月 日開会開会
議会は公開しています。
いつでも傍聴できます。

12月定例会（予定）

ホームページアドレス
https://www.town.otofuke.hokkaido.jp

問合先  議会事務局

0155−42−2111
（内252・253）

議
会
に
ひ
と
こ
と

議
会
に
ひ
と
こ
と

　

私
は
現
在
、
中
学
３

年
生
と
小
学
３
年
生
の

男
の
子
を
育
て
て
い
ま

す
が
、
是
非
、
音
更
町

で
も
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
対
象
を
18
歳
ま
で

に
拡
大
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
十
勝
管
内

の
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

２
０
２
５
年
10
月
現
在

で
対
象
者
を
18
歳
ま
で

　

８
月
に
２
回
、
委
員

会
傍
聴
を
し
ま
し
た
。

２
回
通
し
て
の
感
想
は
、

議
員
同
士
の
活
発
な
議

論
が
少
な
か
っ
た
事
で

す
。
会
議
の
ま
と
め
の

と
し
て
い
な
い
の
は
、

帯
広
市
、
音
更
町
の
み

の
よ
う
で
す
。
子
ど
も

の
人
口
が
違
う
の
で
、

単
純
に
他
町
村
と
比
べ

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
は
わ
か
り
ま
す
。
で

す
が
、
音
更
町
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
や
す
い
ま

ち
と
し
て
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
子
ど
も

に
関
わ
る
費
用
の
助
成

を
一
層
進
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
検

討
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

時
も
ほ
と
ん
ど
の
議
員

は
無
言
。
せ
め
て
「
賛

成
」「
反
対
」「
異
議
な

し
」
等
の
意
思
表
示
を

す
べ
き
か
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
会
議
の

進
め
方
や
決
め
方
が
音

更
町
議
会
の
慣
例
な
の

で
し
ょ
う
か
。
不
安
が

残
る
委
員
会
傍
聴
で
し

た
。
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